
 

事 業 名 自然環境保全活動事業「外来種見つけた！～靴底をきれいに～」 

事 業 概 要 

生態系に関する保全活動として、北杜市の外来種の現状を知ってもら

い、外来種の侵入を防ぐ活動を実施する。 

環境への意識付けを図る自然観察会を開催し、八ヶ岳美し森を散策

しながら、外来種の生息調査を行う。 

実 施 期 間 ８月１日（土） 

事 業 結 果 

参加者：１５人（講師、会員８人、一般参加者６人（内、子ども３人）） 

八ヶ岳美し森を散策しながら、どのような外来種が生息しているか観

察しました。また、啓発活動として、ポスター・チラシの作成と靴の底を

洗ってから自然の中に入ってもらうための泥落としマットを設置しまし

た。 

  
 

  
 

  
 

今後の取り組み 
・引き続き、泥落としマットの設置と啓発活動を行う。 

・泥落としの中に入ったもの（土・種等）が発芽するか保管・観察を続

ける。 

 

 

 

 



事 業 名 
地域活性化“資源発掘事業” 

～河川流域環境踏査・小水力発電可能性調査～ 

事 業 概 要 
白州町 大武川の水源及び河川流域の環境踏査を行い、また、小水

力発電導入の可能性について調査・記録を行う。 

実 施 期 間 ８月２５日（火） 

事 業 結 果 

参加者：会員６人、一般（大学生）２人 

今回調査したポイントでの小水力発電は、小水量であることや突発的

な土石流などが懸念されるため発電所の建設に向かないと判断し

た。 

しかし、山腹が迫る自然環境を利用すれば商業ベースの観光資源と

して有望な場所であると思われる。 

  

今後の取り組み 
・市内全域の調査を終えた。今後は、市内全域の温水熱利用の可能

性について調査・記録を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 名 グリーンツーリズム事業 再考”北杜の水”巡り 

事 業 概 要 
市内の建造物・施設をめぐり、あらためて水のありがたみと水源保護

の大切さを学び、新たな水の利活用へとつなげる環境学習ツアーを

開催する。 

実 施 期 間 ９月２８日（月） 

事 業 結 果 

参加者：２０人 

白州地区内にある水耕栽培施設、水工場、酒造所、菓子メーカー、堰

などをバスでめぐり、身近な水について改めて考え、接する機会となっ

た。 

参加者の声： 
・北杜市の発展が自然の中で育まれた水とともにあることを実際に感じ

取れたツアーでしたが、一方でその豊かできれいな水を、どう守って

いくかもしっかり考えて行かねばならないとも感じました。 

・南アルプスの天然水の素晴らしさ、改めて知ることができました。こ

れからももっと、水の大切さを感じながら生活をしたいと思います。  

・常日頃、環境問題も考えているので、今日は良い勉強になりました。 

  
 

  
 

  
 

今後の取り組み 
・さらに学習を深めるため、第２弾として、茅ヶ岳周辺の堰と植物工場

等を巡るツアーを企画する。 

 
 


